閨秀画家の 〔# 「閨秀画家の」 は 底本で は 「閏秀 画家 

の 匕 伊藤 美 代 乃 女史 は、 秋 田の 出身で あるが、 その 女 

はるさき あるひ 

史が 小さい 時、 それ は晚 春の 事であった。 某日 隣の 友 

たんぼ いたどり 

達と 裏の 田圃へ 出て、 虎杖 を 採って 遊んで いると、 ど 

こから ともなく 六十 位の 優しそう な 老人が 来て、 

「わしに もお くれ」 

と 云う ので、 採って いた 虎杖 を 二つ 三つ やる と、 老 

人 は 皮 も 除らないで ベろ リと 喫って しまって、 また 手 

を 出して、 

「もうす こし、 おくれよ」 

と 云った。 そこで 又 二つ 三つ やる と、 又べ ろり と 
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